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(4) 波動関数における一体の状態の分離は変形にとって本質的である。 これを考慮しない SUs 模
型は変形に関与しない。
(5) 24Mg は非軸対称の変形によって 2 --3 MeV 安定になる。


















指定されるものに制限して行なわれて来たが， この SU3 模型は変形にまったく関係のないものであ
ることを明らかにし，波動関数における一体状態の分離が変形にとって本質的であることを見出した
ことは高く評価される。個々の核についてもエネノレギー準位を計算したが，原子核は一般に励起する
に従って形を変えて行くものであることを明らかにしたのもこの仕事が初めてである。また，実験的
には，未だみつかっていないが，基底状態のときの形と全く巡った形の励起状態が存在する可能性も
指摘された。このように軽い原子核の変形について，種々の重要な点を明らかにし，新現象を予言す
るなどして，原子核構造の研究に重要な寄与をした。よって理学博士の学位論文として十分価値のあ
るものと認める。
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